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令和元年度 都城市立沖水小学校 学校評価報告書

学校評価 「自己評価」・「自己評価の適切さ」＝４：期待以上 ３：ほぼ期待通り ２：やや期待を下回る １：改善を要する

評価項目
学校の自己評価 学校運営協議会委員の評価

結果の考察・分析 評価 改 善 策 評価 意 見 等
１ 子どもたちは、学 アンケートを見ても、学校に楽しく通っている 児童に学級・学校内に自分の居場所、役割をもたせ、 ・多くの児童が楽しく学校に通っている。登校時は楽しんでいる様子である。
校に楽しんで行って と感じている保護者や児童が多いことが分かる。 ３ 自己有用感・自己肯定感を育てる。登校を渋る児童に ・子どもたちの表情や様子から感じられる。新学期は１年生が一部登校す

学 いますか。 は、家庭への働きかけや第三者を交えた面談等を活用 ることに苦労している。
校 し登校を促す。 ３ ・一人一人の能力や個性に応じて指導が工夫されている。
の ２ 学校（先生）は、 児童からの評価が高い。保護者は学校での取り 一人一人のよさや個性を認めながら、授業の工夫や ・ＩＴ等の環境の充実が望まれる。
教 学校や子どもたちの 組みは見えにくいため、学校の取組を発信してい ３ 学級づくりに努める。 ・昨年度に比べ、教職員の評価が、下がっている。具体的にどのような場
育 ことを考えて、一生 く必要がある。 評価項目が子どもには分かりにくいため、焦点化す 合にそう感じるのか聞き取りをして、改善できるよう働きかけて欲しい。
活 懸命に取り組んでい る必要がある。 ・保護者の対応は概ね積極的である。
動 ますか。 ・授業参観は参加者が多いが、懇談会で減るのはどうか。学年によっても
全 ３ あなたは、参観日 保護者・児童ともに参加している自覚のある人 懇談会のもち方について、工夫・改善、検討する必 差がある。
体 や学校行事、ＰＴＡ が多く、保護者の自己評価は高い数値だが、懇談 ２ 要がある。 ・働いている保護者も多いので、難しい面もある。

活動に進んで参加し 会の出席率は低い。職員も懇談への参加はもう少 駐車場の問題は、数的に限界がきていると思う。車 ・参観日の回数を減らし、参加が必要と思えるような知らせを工夫する必
ていますか。 しと感じている。働いている保護者が多いので、 でなく徒歩や自転車で来るようにしていかないと無理 要がある。駐車場も企業への貸し出しを依頼したり、学年ごとの割り振

難しい面もある。 な面もある。 りなどの工夫も検討してはどうか。
・教職員の評価が上がっているのは嬉しい。ＰＴＡ活動の積極的な参加を
先生方は重点的に評価して欲しい。

・保護者への呼びかけの方法としては学校だより等が必要である。
１ 先生は、子どもた 児童からの評価が高い。これからも児童にとっ 授業力の向上に努め、少人数指導や個別指導の在り ・一人一人の個性に応じた教育に積極的に取り組んでいると感じる。学校

学 ちに確かな学力を身 て分かりやすい授業を行っていく必要がある。 ３ 方を工夫していく。教材研究の時間が確保できるとと はよく努力している。
力 に付けるために、分 もに、教材・教具が充実するようにする。 ・子どもたちが勉強に前向きになっているのは良い傾向である。保護者や
向 かりやすい授業をし 教職員が後押ししていくとよい。
上 ていますか。 ・改善策が一人一人の教師にしっかり意識され、具体的な行動に反映され
２ 先生は、子どもの 児童は、８３％の評価でやる気を引き出されて 単元や１単位時間における導入の工夫に今後も努め ることを望む。
学習への意欲（やる いると感じている。これからも児童の頑張りを認 ３ る。例えば、タブレットやパソコンの活用や視覚資料 ・教材等の工夫、個人差に応じた分かり易い指導が必要である。
気）を引き出してい め、自己肯定感を高める指導に努める。 を用いて、子どもの学習への意欲（やる気）を引き出 ・空調等の教室の設備が整っていくのでよい。
ますか。 児童は、前項目とのポイントの差があり、質問 すような手立ての工夫をする。分かる授業のためには

の意味を捉えられていないのではと考えられる。 教材研究の時間の確保も必要である。 ３

３ 子どもたちは、学 学年によっては、随分話を聞けるようになって 目を見て話を聞くなど、細かい声かけをしながら継 ・先生の質問への返答は早い。
習のきまり（話し方、いる。児童の自己評価は高いが、保護者や職員か ２ 続して地道に繰り返し根気強く指導することで身に付 ・学習のきまりは継続的な声掛けが必要だが、ある程度のびのびやらせて
聞き方等）を身に付 ら見ると学習のきまりはまだまだ身に付いていな けさせる。学習のきまりが身に付いている児童を称賛 欲しい面もある。
けていますか。 いと感じている。 することも大切である。授業の中で、書く量を限定し、 ・家庭での会話も話す・聞くの訓練の場であると考える。

個人差もあるが、話を聞く態度が十分身に付いて 書く時間と聞く時間を分けるといった工夫も必要であ
いない。 る。

話し方・聞き方のスキル（練習）を積み重ねる必要
があり、それを入学時などに保護者にも知らせる手立
ても望まれる。

４ お子さんは、読書 図書担当や学年でそれぞれ工夫しているが、な 読み聞かせや図書室利用を進めることで、読書の習 ・「年間８０冊を目指そう」は、児童同士が情報を共有したりして、興味
を進んでしています かなか結果につながらない。保護者・教員は低い 慣づけを図るとともに、家庭で、週末親子読書の啓発 を誘って良い効果がある。
か。 評価で、児童が本を読む姿を見ていなかったり、 ２ を引き続き行うなどして家庭での読書に親しむ習慣づ ・本好きの子どもを育てるのは昔からの課題で、一朝一夕には難しい。地

借りるが読んでいなかったりするからではないか くりをする。 道な取組の積み重ねしか改善策としてはないと思う。
と考えられる。また、時代の変化で紙の読書ばか 子どもたちの読書の実態や図書室で借りた本の冊数 ・読書に関してテレビで「ビブリオバトル」という試みを見た。遊びの要
りが全てではなくなり、ネットやスマホの普及で を通信等で知らせる等、読書意欲を向上させる手立て 素も取り入れており、ぜひ、試して欲しい。
情報収集の方法もたくさん出てきたことも要因と を今後も工夫する。 ・読書の好き嫌いの個人差があると感じる。差が激しい。
考えられる。

５ お子さんは、毎日、 習慣が身に付いている児童が多いが、一方で身 児童自身への働きかけや、家庭への啓発、保護者の ・学習時間よりゲームの時間が多いのではないか。
家庭での学習をする についていない児童は固定化しており、個人差が ３ 協力、家庭での取組の継続を働きかける。また、児童 ・家庭での学習の習慣化では、家庭の差があると感じられる。
習慣が身に付いてい 大きい。保護者の協力もあり家庭学習にしっかり に合った課題を出すなどの工夫もしていく必要がある。
ますか。 取り組んでいる学年もある。家庭学習は保護者の

意識の差も大きいと感じる。
１ お子さんは、気持 児童の自己評価は高く、児童は自分ではしてい 挨拶や会釈等について、地道に繰り返し日々の指導 ・登校時挨拶すると、しっかり返してくれる。まずは、大人が模範を示す

心 ちのよいあいさつを るつもりだが、挨拶の習慣が十分身に付いている ２ を行うことで身に付けさせるとともに、家庭への啓発 ことから始まると思う。
の 進んでしています とは言えず、「気持ちのよい」挨拶までには達し も図る。また、できている児童を称賛するとともに、 ・「挨拶運動」に参加し元気のいい挨拶に元気をもらった。一人一人に向
教 か。 ていない。学校外（地域）での挨拶がもう少しだ 大人や高学年が積極的に挨拶し手本を示していく必要 けて挨拶をすることが大切である。例えば、保護者が参加するのもよい
育 と感じる。 がある。 のではないかと思う。保護者がお手本にならなければと感じることで、

安心して挨拶できる大人が増え、学校外での挨拶も推進できるのではな
３ いかとと思う。

・多くの子どもたちは挨拶が身に付いている。大人が先に挨拶することで
子どもも導かれる。

・挨拶をする子どもとしない子とはっきりしている。声が小さい。
・登校時に挨拶する児童としない児童の割合は３：２ぐらいである。
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２ お子さんは、友達 全体的にできているように感じる。児童自身も、 心のアンケートを通して、問題の把握につとめ解決
と仲良くしたり人に 友達と仲良くできていると思っている。中には、 ３ に努める。また、保護者に、児童の学校での姿を定期 ・友達関係は、グループ（仲間）の差があると感じる。

心 親切にしたりするこ 人間関係の構築ができない児童や言動が荒く思い 的に知らせいく。 ・人権に関しては、全般的によくできている。
の とができています やりに欠ける児童もいる。 ソーシャルスキルトレーニングを学級活動に取り入 ・全般的に友達愛を持っている子どもが多い。先生たちの指導によりいじ
教 か。 れるなどの手立ても工夫する。 めは少なく、よいコミュニケーションがとれている。
育 ３ 学校（先生）は、 全体的にできているように感じる。問題やトラ 児童の様子を常に見て、気になる際には声掛けを行 ・いじめに関して学校は、多くの時間と労力を費やして解決していると感

人権に配慮するとと ブルが起こったときには、その都度、双方の話を ３ い、保護者に、通信等で、知らせる。「沖水っ子人権 じる。
もに、いじめのない しっかり聞き対応していると答えた学年が多い。 宣言」の行動計画の作成などを通じ、児童の主体的で ・保護者の評価が下がっているのが気になる。保護者と教師の信頼関係づ
学校及び学級づくり 教師の人権意識を更に高める必要もある。 積極的な取組を推進する必要がある。教師の人権意識 くりが課題ではないだろうか。
に取り組んでいます を高めるため、研修を充実させる必要がある。 ・いじめについては、今後も注意深く見守る必要がある。
か。

４ お子さんは、学校 職員は、問題行動等の日々の生徒指導に追われ 道徳や全ての教育活動において指導していくともに、 ・交通安全、公衆道徳、清掃は家庭教育の延長線上にあると思う。
のきまりや交通安 ているため、厳しい評価になっている。よくでき ２ 現場での指導や個別の指導を繰り返す。を活用する。 ・地域で気になる場面を見たときにはその場で一緒に考え、きまりを守る
全、公衆道徳などの ている児童もいるが、下校時、通学路を帰らない また、児童の危険予知能力や危険回避能力を高めるよ ようにした。話を素直に聞いてくれた。
きまりを守っていま など、一部気になる児童もいる。 うにする。 ・道徳教育の充実により、きまり等を守るようにする必要がある。
すか。 ・きまりを守ることに関しては、高学年が低学年への指導が必要である。

５ 子どもたちや先生 清掃がある際には、一生懸命取り組んでいる。 清掃指導の徹底を図っていく。また、児童の環境美 ・大きな事故もなく学校生活を送れていることは本当にありがたい。
は、清掃や美化活動 清掃に対しての意識は育っているが、一方で意識 ２ 化やボランティアへの意識を育てる。 ・美化活動では地域の高齢者と花植をした地区もある。美化活動に積極的

（環境整備）に努めて の低い児童も見られる。床にごみ等が落ちていて に努めている。
いますか。 も拾わない児童が多い。教師の目が行き届かない ・児童が清掃に一生懸命取り組めているのは素晴らしい。先生方も一緒に

状況もある。トイレ、花壇、運動場にゴミが落ち 清掃に取り組むことで評価も上がると思う。
ていて使い方も悪い。

１ お子さんには、「早 概ねよくできている学年もあり、結果はよい。 保護者・児童へ早寝・早起き・朝ごはんの重要性を ・登校見守りのときに聞くと、食べていないという返事もある。朝食をと
健 寝・早起き・朝ごは 一方で朝食を食べてこない児童もいるなど家庭環 ３ 啓発していく。食育が必要であり、子どもたちの食生 らない子どもたちが見られるので注意しておく必要がある。
康 ん」の習慣が身に付 境の差も感じる。 活も改善していかなければならない。学校での取組を ・習慣化するまでは、家庭で努力が必要である。歯みがきも幼少期から
安 いていますか。 保護者へも知らせる。 の親の声掛けや確認、習慣化が大切である。
全 ・子どもたちの自己評価が高いと明るい気持ちになる。早寝・早起き・朝
・ ２ お子さんには、歯 概ねよくできている学年もあるが、児童の朝晩 保健室からのお知らせ等は引き続き行い、 ご飯と運動は伸びしろがあるのと思うので、自信をもたせながら伸ばし
体 みがきの習慣が身に の様子は把握しにくい。家庭で朝・夜しっかり磨 ３ 保護者への呼びかけを続けていくことで、家庭の協力 て欲しい。
力 付いていますか。 いているようだが、歯ブラシを忘れて来たり、朝 を期待したい。 ３ ・１と２は、家庭教育でやるべきで、啓発が必要である。
向 歯磨きをせずに学校に来たりしているて児童がい
上 て気になる実態もある。

３ 学校は、安全管理 高い評価であるが、施設の老朽化が目立つ。予 今後も、施設の修繕をしたり、修繕の要望をしたり ・学校での大きな事故はないのでよい。
や事故防止に努めて 算が伴うものに関して難しいところはあるが、改 ３ して、安全管理や事故防止に努めていく。
いますか。 善が必要である。

４ お子さんは、進ん 保護者の評価が低いことから、ゲーム等に依存 身近な運動を紹介するなど興味をもたせる。例えば ・ゲーム等のさせ方についても、学校の立場で児童や保護者への啓発が必
で運動しています し、土日に運動しない児童がいるのではないかと ２ 週末に「親子でなわとび」を奨励するといった、運動 要である。
か。 考えられる。スマホやタブレットなどのメディア の習慣化を図れる工夫を考えていく。 ・親子で体を動かし、運動に親しむ習慣を身に付けさせるのもよいと思う。

の弊害や遊び場所がないといったことが原因であ 体育の授業で、運動時間の確保をしたり、昼休みに ・外で遊ぶ姿を見かけない。
るとも思われ、二極化も見られる。 外で遊ばせたりする。 ・スマホなどの影響もあるのか外で遊ぶ子どもが少ない。
熱中症等を考慮すると、外遊びを勧められない ・持久走大会で子どもが頑張っていた。

現状もある。 ・１、２、４に関しては生活の基盤にもなる部分があるので、子どもたち
にも改善のアイデア出してもらって、見守って欲しい

１ 学校は、教育方針 学校だよりや通信などの発行を通して方針や教 学級通信や学校便り等で教育方針や教育的課題等で ・学校からの情報は学校だよりやメール等で詳細に分かりやすく伝えてい
連 や教育的課題等を分 育課題を発信しているが、十分に伝わっていない ３ 分かりやすく伝えていく。また、学校で配布されたプ る。今後も更に伝えていく必要がある。
携 かりやすく伝えてい 面がある。 リントを確実に持ち帰らせることも大切である。 ・危機管理に気を配りながらも、「学校の教育活動をいつでも見に来てく
・ ますか。 ださい。」というような門戸を開く対応も必要である。
そ ２ 先生や学校は、お 職員は、教育相談に応じることができていると 時間の確保が難しい中、個人面談の実施について検 ３ ・先生たちは、相談に協力的で、親身になって応じていると考えられる。
の 子さんのことについ 感じているが、職員の多忙感を考え、相談を遠慮 ３ 討していく必要がある。電話やお便り等を活用しなが ・電話や通信欄を利用してよく相談していることが分かる。
他 て相談がしやすいで されている保護者もいると考えられる。 ら、相談しやすい環境づくりに努める。 ・教職員の評価が、２と３で低いのは、保護者や地域との関係づくりに割

すか。 く時間がないからではないのかと思う。業務の省力化など学校全体での
バックアップが 必要である。

３ 学校は、地域の教 学年・学習内容等で差があるため、一概にはとら 今後も地域の素材や人材を生かした学習を推進して ・今年度も地域の高齢者との田植えや稲刈り等実施できた。地域の人材を
育力を取り入れた教 えにくいが、沖水小地区の人材などをうまく活用 ３ いく。 うまく活用している。
育活動を実践してい していると考えられる。町探検等で地域との関わ 学校運営協議会との連携を深め、地域ボランティア ・今後も連携を深めて、自分たちも諸活動に参加していきたい。
ますか。 りを今後も深めていくことが大切である。 (子どもの見守り、丸付け、授業の見届け)の活用につ ・学校運営協議会の中でも担当を決め、学校支援のためのコーディネータ

いても検討していく必要がある。地域の方に活動を知 ー的な役割を、学校運営協議会が担っていけば改善に繋がっていくと思
らせるようにする。 う。


